
                               岡山商科大学附属高等学校 

夢・実現サポート制度 

 

この制度は、将来の夢を明確に持ち、その実現のために中学校在校中から特定の分野

において努力し、本校入学後も継続する意思のあるものに、経済的な支援を行います。 

 

【制度の特典】 

  入学時に入学金・教育振興費相当額（150,000 円）を支給する 

 

【条件】 

  ・学習面、生活面において本校の模範となる生徒であること  

  ・本校を第一志望にしていること（専願で出願すること）  

  ・努力をしている特定の分野について、客観的な証明ができること 

  ・対象とする特定の分野は中学校内・外は問わない  

  ・他の奨学生制度とは併用できない  

  ・令和７年３月中学校卒業見込みの者  

 

【選考基準】  

  ・本校入試を受験して合格すること 

  ・選考については、別途本校規定（スポーツ・技能奨学生制度に準ずる）による  

  ・本校担当教員による人物・特定分野の成果の確認が必要  

  ・希望者は中学校の先生を通して、11 月末までに本校へ連絡すること  

   ⇒連絡後、アピールシートを提出していただきます 

 

【特定の分野】 

  ①競技能力の評価 

  ②成果物の評価 

  ③知識・技能の評価 

  ④練習内容と実績の評価  

  ⑤表現・調査研究の評価  



※特定の分野とは(例) 

①競技能力の評価 

・〇〇競技の全国大会で入賞しており、高校でもその競技を続けたい。 

本校の部活動にない競技でも可能です 

 

②成果物の評価 

・将来プログラマーになりたくてプログラミングの勉強をしてアプリケーションソ

フトを制作している。 

その他、児童生徒発明くふう展入賞、模型作成サークルで展覧会へ出品、 

写真展への出展 など 

 

③知識・技能の評価 

・将来美術の教員になるのが夢で、画塾に通いながら美術展に出展している。 

その他、気象予報士資格保有、ＦＰ試験合格 など 

 

④練習内容と実績の評価 

・ミュージカル俳優になりたくて劇団に所属しており、舞台等に出演している。 

その他、ダンススクールに所属して西日本大会に出場、 

楽団に所属して演奏活動、邦楽や和太鼓チームでの演奏活動 など 

 

⑤表現・調査研究の評価 

・公的団体の主催する弁論大会等で入賞して、高校でも積極的に大会に参加したい。 

・環境問題についての研究を行い、児童生徒科学研究発表会で入賞している。 

その他、読書感想文、動画編集、ドローン競技、ピアノ、バイオリン、歌唱、 

絵画、写真、書道、などの大会で入賞 など 

 

 

 

 

                                   



                      ２０２４年    月    日  

岡山商科大学附属高等学校様  

 

夢・実現サポート制度   アピールシート  

 

中学校名                    立              中学校   

氏
し

   名
めい

                                        

生年月日          ２０        年         月        日生   

 

【特定の分野】    該当する番号を記入  （         ）     

〇将来の夢  

                                                    

                                                    

                                                    

                                                    

〇将来の夢に向けて努力していること（中学校内・外は問いません）と、高校での目標  

                                                    

                                                    

                                                    

                                                   

〇自己アピール  

                                                   

                                                   

                                                   

                                                    

 ・努力をしている特定の分野について、客観的な証明書類を提出していただくことがあります  


